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運用報告書（全体版） 

ワールド・ビューティー・ 
オープン（為替ヘッジなし） 

 

 
 

第11期（決算日：2022年12月９日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ワールド・ビューティー・オー

プン（為替ヘッジなし）」は、去る12月９日に第11期

の決算を行いました。ここに謹んで運用状況をご報

告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／株式 

信託期間 2027年６月９日まで（2017年７月31日設定） 

運用方針 

ワールド・ビューティー・マザーファンド受
益証券への投資を通じて、主として日本を含
む世界各国のビューティー・ビジネス関連企
業の株式に投資を行います。なお、ビュー
ティー・ビジネス関連企業とは、委託会社の
視点において、人の美しさの向上に寄与する
事業などを行い、今後の美容関連市場におけ
る成長の恩恵を享受すると考えられる企業を
いいます。株式への投資にあたっては、企業
収益の成長性、財務の健全性、株価水準等を
考慮して、銘柄選定を行います。マザーファ
ンド受益証券の組入比率は高位を維持するこ
とを基本とします。実質組入外貨建資産につ
いては、原則として為替ヘッジを行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

ワールド・ビューティー・マザー
ファンド受益証券を主要投資対
象とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

日本を含む世界各国の株式を主
要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
原則として、決算日の基準価額水準が当初元
本額10,000円（10,000口当たり）を超えている
場合には、当該超えている部分について、分
配対象額の範囲内で、全額分配を行います。
（資金動向や市況動向等により変更する場合
があります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

 ファンドマネージャーのコメント 
 
当期の運用で主眼を置いたポイントをご説明させていた
だきます。 
 
投資環境 
世界の株式市況は、2022年７月米消費者物価指数（Ｃ
ＰＩ）の伸びが予想以上に鈍化したことなどを受け、市
場の利下げ織り込みが加速し株価が上昇する局面があっ
たものの、米国の急速な金融引き締めによる景気後退懸
念が強まったことから、下落しました。一方で、経済正
常化による業績回復期待を背景に、ビューティー・ビジ
ネス関連企業の株価は概ね堅調に推移しました。 
 
運用のポイント 
世界的な高いブランド力や、高成長が続くオンライン、
中国本土での販売力を重視し、引き続き「PROCTER & 
GAMBLE CO/THE」、「ESTEE LAUDER COMPANIES-
CL A」、「L'OREAL」などの欧米有力化粧品メーカーを
上位に組み入れたポートフォリオを維持しました。 
中国の新型コロナウイルスに対する厳しい規制は徐々に
緩和され、世界的には経済正常化の動きはさらに進んで
いくものと見込んでいます。経済正常化が進む米国では
大手化粧品小売りチェーンの売り上げが回復するなど、
対面でのミーティングの増加や旅行需要の回復に伴って
メイクアップを牽引役とした化粧品需要や免税品販売の

回復も期待しています。また、化粧品業界でも「Ｚ世
代」の存在感が高まる中、ＳＮＳを中心としたデジタル
マーケティングや環境を意識した商品開発に強みのある
化粧品企業などにも注目しています。 
 
運用環境の見通しおよび今後の運用方針 
ビューティー市場は、高齢化によるアンチエイジング需
要の高まりや、女性の社会進出など社会構造の変化、新
興国での化粧文化の普及といった構造的な成長要因によ
り、中長期にわたり着実な成長が見込まれる、という見
方に変更はありません。短期的には、中国のゼロコロナ
政策による中国人需要の低迷、インフレや景気後退によ
る需要減少に対する懸念が残っています。しかしながら、
経済正常化が進む米国に続き、足元では日本も外国人の
入国規制緩和で旅行客が少しずつ戻ってくるなど、グロ
ーバルに経済正常化が進んでいけば、ビューティー市場
はより安定的な成長の軌道に戻っていくものと予想して
います。当ファンドでは、ビューティー市場の構造的な
成長からの恩恵を享受すると考えられる企業を中心に投
資を行います。また、ビューティー市場の動向を常に精
査しながら、ポートフォリオの調整や新規銘柄の発掘な
どを行い、今後もパフォーマンスの向上に努めてまいり
ます。 

 

株式運用部
ファンドマネージャー

小島 直人     安井 陽一郎     柳原 武士     西 直人     秋元 政隆

ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

７期(2020年12月９日) 10,000 893 13.4 90.5 － 18,206 

８期(2021年６月９日) 10,000 1,459 14.6 92.4 － 16,924 

９期(2021年12月９日) 10,000 716 7.2 96.7 － 22,562 

10期(2022年６月９日) 9,530 0 △ 4.7 96.3 － 23,564 

11期(2022年12月９日) 10,000 43 5.4 94.1 － 23,960 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年６月９日 9,530 － 96.3 － 

６月末 9,462 △0.7 96.4 － 

７月末 9,705 1.8 96.5 － 

８月末 9,625 1.0 97.7 － 

９月末 9,253 △2.9 96.4 － 

10月末 9,693 1.7 97.2 － 

11月末 9,786 2.7 96.9 － 

(期  末)     

2022年12月９日 10,043 5.4 94.1 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

 運用経過 
第11期：2022年６月10日～2022年12月９日 

当期中の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 1 1 期首 9,530円 
第 1 1 期末 10,000円 
既払分配金 43円 
騰 落 率 5.4％ 

（分配金再投資ベース） 

 

ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

 
 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

基準価額は期首に比べ5.4％（分配金再投資ベース）の上昇とな
りました。 

基準価額の動き 

組入銘柄（LVMH MOET HENNESSY LOUIS VUI、資生堂、
L'OREAL）の値上がりなどを背景に基準価額は上昇しました。 
円に対して米ドルが上昇したことが、プラスに寄与しました。 

上昇要因 

ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

 
投資環境について 

 
株式市況 
世界の株式市況は下落しました。 
世界の株式市況は、2022年７月米消費者
物価指数（ＣＰＩ）の伸びが予想以上に
鈍化したことなどを受け、市場の利下げ
織り込みが加速し株価が上昇する局面が
あったものの、米国の急速な金融引き締

めによる景気後退懸念が強まったことか
ら、下落しました。 
 
為替市況 
円に対して米ドル、ユーロは上昇しまし
た。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
ワールド・ビューティー・オープン
（為替ヘッジなし） 
ワールド・ビューティー・マザーファン
ド受益証券への投資を通じて、主として
日本を含む世界各国のビューティー・ビ
ジネス関連企業の株式に投資を行いまし
た。 
 
ワールド・ビューティー・マザーフ
ァンド 
日本を含む世界各国の企業の中から構造
的な成長が続くビューティー市場からの
恩恵を最大限享受すると考えられる企業
の取材を通じて選別しました。 
当ファンドでは、「ブランド力」、「新
興国」、「新しい販売手法」などに着目
した運用を行いました。 
通貨別では、ユーロの比率を引き上げた

一方、米ドルやスイスフランなどの比率
を引き下げました。 
組入銘柄数については、業績動向などか
ら銘柄の売買を行い、期首、期末ともに
35銘柄としました。 
 
主な銘柄入替は以下の通りです。 
環境を意識した商品ラインアップや価格
競争力、ＳＮＳを中心としたマーケティ
ング手法によりＺ世代から絶大な支持を
受け、長期にわたる高成長が期待できる
米国化粧品メーカーの「ELF BEAUTY 
INC」の新規組み入れを行いました。 
矯正治療領域における厳しい競争環境な
どから長期の成長持続性が懸念されたた
め、セルフ矯正治療のサポートを提供す
る「SMILEDIRECTCLUB INC」を全売却
しました。 

第11期：2022年６月10日～2022年12月９日

ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

 
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。 
 
 
分配金について 

 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、決定しま
す。原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を超えて
いる場合には、当該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全額分配を行います。
（資金動向や市況動向等により変更する場合があります。）この結果、次表の通りとさせていた
だきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運
用の基本方針に基づいて運用します。 
 
分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み） 
 

項 目  第11期 
2022年６月10日～2022年12月９日 

 当期分配金（対基準価額比率）  43（0.428％） 

  当期の収益  43 

  当期の収益以外  － 

 翌期繰越分配対象額  406 

 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基

準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。 

ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

 今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。） 
 
ワールド・ビューティー・オープン
（為替ヘッジなし） 
マザーファンド受益証券を高位に組み入
れる方針です。 
 
ワールド・ビューティー・マザーフ
ァンド 
ビューティー市場は、高齢化によるアン
チエイジング需要の高まりや、女性の社
会進出など社会構造の変化、新興国での
化粧文化の普及などによって中長期にわ
たり着実な成長が見込まれます。短期的
には、中国のゼロコロナ政策による中国
人需要の低迷、インフレや景気後退によ
る需要減少に対する懸念が残っています。
しかしながら、経済正常化が進む米国に
続き、足元では日本も外国人の入国規制
緩和で旅行客が少しずつ戻ってくるなど、
グローバルに経済正常化が進んでいけば、
ビューティー市場はより安定的な成長の
軌道に戻っていくものと予想しています。 
株式市況については、インフレ懸念や景
気動向への不透明感、地政学リスクを背
景に神経質な値動きが続くと見込まれま
すが、徐々に業績を反映した相場展開に
戻ると考えております。 
こうした投資環境のもと、当ファンドで
は、「ブランド力」、「新興国」、「新
しい販売手法」などに注目しています。
ビューティー関連製品は、直接肌につけ

るタイプの商品が多いため、相対的に価
格が高かったとしても品質や安全性が高
い、欧米や日本の大手化粧品メーカーの
商品が選好されやすい市場です。また、
新興国における化粧品の一人当たり消費
額は依然として低く、化粧文化の普及に
よる市場拡大の余地は非常に大きいと考
えています。そのため、当ファンドでは、
高いブランド力を持つのはもちろんのこ
と、新興国の需要を着実に取り込んでい
る企業に着目しています。 
近年では、スマートフォンなどの普及によ
って、オンライン販売が大きく伸びてい
るだけではなく、アプリを利用した個人
の肌質や好みに合わせた化粧品の提案が
可能となり、各社の対応力が試されてい
ます。こうした新しい販売手法を効果的
に活用している企業にも注目しています。 
当ファンドのポートフォリオ構築にあた
っては、ビューティー・ビジネス関連企
業が主に販売を行っている「地域」や、
商品の「価格」、製品ブランド等の戦略
を重点的に調査の上、ビューティー市場
の成長の恩恵を享受できると考えられる
銘柄を中心に投資を行っています。今後
も、企業収益の成長性、財務の健全性、
株価水準等を考慮して、ビューティー市
場の成長の恩恵を受けると判断した銘柄
を選定します。 

ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

 
１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期  
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）  

(ａ)信 託 報 酬  87  0.904  (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数） 

 ( 投 信 会 社 )  (42)  (0.441)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価 
 ( 販 売 会 社 )  (42)  (0.441)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価 
 ( 受 託 会 社 )  (2)  (0.022)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

(ｂ)売買委託手数料  1  0.011  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 ( 株 式 )  (1)  (0.011)   

(ｃ)有価証券取引税  0  0.000  (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 ( 株 式 )  (0)  (0.000)   

(ｄ)そ の 他 費 用  1  0.009  (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( 保 管 費 用 )  (1)  (0.007)  有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 
 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.002)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 
 ( そ の 他 )  (0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合  計  89  0.924   

期中の平均基準価額は、9,565円です。   
 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

2022年６月10日～2022年12月９日

ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

（参考情報） 
■総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.82％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 

 

ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

○売買及び取引の状況 (2022年６月10日～2022年12月９日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ワールド・ビューティー・マザーファンド 94,367 149,540 1,273,385 2,249,500 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年６月10日～2022年12月９日) 

 

項 目 
当 期 

ワールド・ビューティー・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 2,251,582千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 27,271,216千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.08   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年６月10日～2022年12月９日) 

 

＜ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ワールド・ビューティー・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 － － － 1,710 500 29.2 

平均保有割合 83.6%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とはモル
ガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

○組入資産の明細 (2022年12月９日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ワールド・ビューティー・マザーファンド 13,800,366 12,621,348 22,747,456 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年12月９日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ワールド・ビューティー・マザーファンド 22,747,456 93.4 

コール・ローン等、その他 1,603,077 6.6 

投資信託財産総額 24,350,533 100.0 
 
（注） ワールド・ビューティー・マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（25,191,286千円）の投資信託財産総額（28,672,189

千円）に対する比率は87.9％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝136.95円 １ユーロ＝144.54円 １イギリスポンド＝167.50円 １スイスフラン＝146.27円 

１香港ドル＝17.59円 100韓国ウォン＝10.43円   

 

 

親投資信託残高 
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年12月９日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 24,350,533,993   

 コール・ローン等 392,077,848   

 ワールド・ビューティー・マザーファンド(評価額) 22,747,456,145   

 未収入金 1,211,000,000   

(B) 負債 390,413,076   

 未払収益分配金 103,024,233   

 未払解約金 74,281,005   

 未払信託報酬 212,704,878   

 未払利息 960   

 その他未払費用 402,000   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 23,960,120,917   

 元本 23,959,124,167   

 次期繰越損益金 996,750   

(D) 受益権総口数 23,959,124,167口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,000円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 24,727,396,581円 

期中追加設定元本額 1,543,991,729円 

期中一部解約元本額 2,312,264,143円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0000円です。 

 

○損益の状況 (2022年６月10日～2022年12月９日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       65,147   

 受取利息 201   

 支払利息 △       65,348   

(B) 有価証券売買損益 1,446,384,296   

 売買益 1,488,491,508   

 売買損 △   42,107,212   

(C) 信託報酬等 △  213,106,878   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,233,212,271   

(E) 前期繰越損益金 △  795,204,510   

(F) 追加信託差損益金 △  333,986,778   

 (配当等相当額) (    637,735,419)  

 (売買損益相当額) (△  971,722,197)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 104,020,983   

(H) 収益分配金 △  103,024,233   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 996,750   

 追加信託差損益金 △  333,986,778   

 (配当等相当額) (    639,023,395)  

 (売買損益相当額) (△  973,010,173)  

 分配準備積立金 334,983,528   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2022年６月10日～ 
2022年12月９日 

費用控除後の配当等収益額 122,926,337円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 179,854,899円 

収益調整金額 639,023,395円 

分配準備積立金額 135,226,525円 

当ファンドの分配対象収益額 1,077,031,156円 

１万口当たり収益分配対象額 449円 

１万口当たり分配金額 43円 

収益分配金金額 103,024,233円 
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ワールド・ビューティー・オープン（為替ヘッジなし）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 43円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2022年12月９日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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